
科 目 名 担 当 者 氏 名 授業形式 単 位 開講時期

子どもの保健Ⅰ 高橋 良子 講義
（通年で）

４

通年

（後期）

必修・選択
卒業要件 選択

資格要件 保育士資格必修 保健児童ソーシャルワーカー資格必修

学

習

目

標

（１）保育者として子どもの心身の発達を総合的に学ぶとともに保健活動の意義を理解する。

（２）保育者として子どもの心身の健康及び安全管理体制を理解する。

（３）保育者として子どもを取り巻く社会的背景を学び、時代に即した育児支援を学ぶ。

（４）子どもの情緒・行動上の問題を理解し各児の発達課題を支援する姿勢を学ぶ。

授 業 計 画

回 項 目 授 業 内 容

16 子どもの疾病の特徴 ・観察のポイント ・演習

17 子どもの疾病と保育 ・子どもの健康状態の把握

18 呼吸器、消化器疾患
・主に上気道炎、下気道炎、肺炎、胃腸炎、腸重積、ギョウ

チュウ症などの特徴と観察点について

19 循環器、泌尿器疾患
・先天性心疾患、急性糸球体腎炎、陰嚢水腫包系などの特徴と

観察点について

20 中枢神経、代謝などの疾患
・熱性けいれん、てんかん、脳性まひ、代謝性疾患などの特徴

と観察点について

21 血液、腫瘍、アレルギー疾患
・出血性疾患、喘息性気管支炎、アトピー性皮膚炎などの疾病

の特徴と観察点について

22 整形外科、その他の疾患
・先天性股関節脱臼、肘内障、先天性斜視、急性中耳炎などの

特徴と観察点について

23 心の疾病と心身症 ・気になる子どもの様子、心身症などの特徴と観察点について

24 発達障害のある子ども
・発達障害の特徴、精神遅滞、LD（学習障害）などの特徴と観

察点について理解する

25 虐待
・集団保育における乳幼児の心身障害・疾病の特徴と観察点及

び支援策 ・集団保育における個別対応

26 SIDS（乳幼児突然死症候群） ・対応策と予防策 ・演習

27 保育所での感染症及び ・感染症予防策

28 小児の事故と安全管理（１）
・乳幼児の事故の特徴と対策

・事故予知能力、事故検証、安全チェックリスト

29 小児の事故と安全管理（２）
・小児の発達と事故 ・応急処置の特徴と対策

・交通安全教育 ・演習

30 集団生活における保健
・保育所保育指針と健康観察

・保健計画と健康管理の方法

参 考 書 竹内義博・大矢紀昭編「よくわかる小児保健」ミネルヴァ書房 2009

学習上の注意（自己

学習、学外学習など）

当日の授業内容は図書館やＰＣ室などを活用し予習してくること。この授業は参

加型である。未発達な乳幼児の指導者としての人格を形成していくこと。自分を

良く知ること。これまで受け身的に授業を受けていたら変えること。

評価の方法と時期 ・筆記試験＝70点 ・授業態度・提出物＝30点


